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足 立 明

この研究会を始めるにあたって、 これ までの経過 とこの研究会を組織 した意図にっいて、

簡単に説 明 させていただきます。

私たち公募研究班は、平成5年 度以来、 「アジアにおける"開 発"の 導入 と農民の対応 」

とい うテーマ で何度か研究会をもってきま した。 この研究会 の当初か らの 目的は、第三世

界の開発現象 を、 これまで蓄積 されてきた開発過程 に関する経験的 ・実体的分析に加 えて、

開発 とい うものを西欧社会をモデル と して歴史的に(権 力 ・知のア ンサ ンブルの中で)構

成 され た強力な言説の束(ま たは世界の見方)と して捉 え、それが農村部へ浸透 し、農 民

を開発す る主体 となす過 程 として分析す る枠組みを模索することで した。

そ して、研究班 の会合 を重ねてゆくにっれて不十分なが らわかってきた ことは、単純 な

開発言説の分析 では、 「第三世界」住民/国 民 としての主体(意 識)が どのよ うに形成 さ

れ るかを十分理解す ることはで きない、 とい う点であ りま した。 つま り、先進 国や途上国

政府、開発機 関な どに よって作 られ た開発や発展の語 りが、 どのよ うに して第 三世界の住

民 ・国民に内面化 され るのか、または拒否 されるのか を理解するためには、文芸批評家的

な言説分析 では 「現実」の主体化過程は見えて こない とい う点であ ります。そ こで、 この

理解 が単なる言説批判に とどま らず、経験的な民族誌的記述 をとお して行われ るには どう

すべ きか、 とい う方法論 的な課題 が明確になって きま した。

また、 この ような主体形成過程 と密接に関わ りなが ら、それ と一定独立 した レベルの分

析 の重要 さも明 らかになってきま した。 それは、ハ ビタス ・レベル の分析 であ ります。 ブ

ルデ ュー風 に言 えば、開発過程で資本主義的なハ ビタス(予 測 ・計算な ど)の 強要が、様

々に行われ 、 このハ ビタスは文化や主体(意 識)と も密接に関わ りつつ、それ らか ら一定

独立 した様 々な実践の源 として機能す ると考 えられます。そ こで、複雑な開発現象を とら

えるには、このハ ビタスに着 目す る必要があるわけです。 もちろん、ハ ビタス ・レベル の

分析につい ては、様々な方法論的な問題 を抱えてい るわけですが、少な くとも、 この視点

か らは、政府プ ロジェ ク トと多 くのNGOプ ロジェク トが、開発言説や意識 の レベル で相
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反 してい るにも関わ らず、資本主義的なハ ビタスの強要 とい う点では同 じであ り、開発過

程における共犯関係 にあ ることを見出 しうると思います。

さらに、 も う一つ検討 を要す る問題 も明確 になってきま した。 それは、 これ まで示 して

きた開発言説 と主体化の問題 を前提 と して、その ような開発過程 で生起する個 々の開発実

践が、 どの ような形で地域 、国家、世界システムの運動 と連関するかとい う問題 です。私

は文化人類学を専攻 しているので、村や地域 レベルの動 きと、それ を超 えた動 きとの関係

が とくに気 にな ります。 いずれにせ よ、これ らの間の接合過程を どのように理解す るのか

が、更な る課題 であるとい うことです。

しか し、 これ らの難 しい課題を一挙に解決する ことはできませ ん。そのため、 これ らの

課題 に切 り込む一つの方 法 として、 同 じく公募研 究班の冨山さんか ら、オ リエ ンタ リズム

と開発 とい う問題 を設 定 しては どうか、 とい う提案がな されま した。確 かに、 このオ リエ

ンタ リズム とい う枠組 みは、上記 の課題 であった開発言説のみな らず、開発現象の民族誌

やハ ビタス ・レベルの分析 にまで貫通す る問題 であ ります。 そ こで今 回の研究会 では、

「他者」やオ リエ ンタリズムの問題 を追求 してきた冨 山さんに、オ リエンタ リズム との関

係 で開発が議論 できるよ うに、報告者の方 々の組織化 をお願い した次第 であ ります。

ですか ら次に、冨山 さんか ら、冨 山さんの問題意識 との関わ りで冒頭発言 をお こなって

い ただ きたい と思います。

冒頭発言2

冨 山 一 郎

この 「『開発』 とオ リエンタ リズム」 とい う研究会をもとうと思 った論点 といいますか、

私 自身の問題設定につい て少 しお話 ししたい と思います。 「オ リエンタ リズム」 とい うこ

とばか らも当然わかるよ うに、エ ドワー ド・サイー ドの 「オ リエ ンタ リズム」 とい う議論

を、 この研 究会の一つの題 目である 「開発」、 あるいは 「固有の発展」 とい うことばに関

わ る議論 の中で設定 しうるのか どうか、とい う問題があ ります。そ こでは 「オ リエンタ リ

ズム」 とい う議論がひとえに コロニア リズム とい う議論 と対応 して出されてい ることか ら
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